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RI会長 2月メッセージ 



ガバナー 2月メッセージ       

平和と紛争予防/紛争解決月間によせて  

  

 

 

 

 

 

 

          国際ロータリー 第2640地区 

             ガバナー 樫畑 直尚 

 

 1905年2月23日（木）。この日はとても寒い日で、

夜になるとミシガン湖からの小雪まじりの風が身を

切るようだったと記録に残されています。この日は、

ロータリアンであれば記憶しておかねばならない記

念日。ポール・ハリスと友人３人が、ポールお気に入り

の店「マダム・ガリの店」で、最初にロータリーの会合

を持った日です。 

 国際ロータリーは、この日を創立記念日と定め、

「世界理解と平和の日（World  Understanding  and 

Peace Day）としました。加えて、特別週間として、「世

界理解と平和週間（2月23日～3月1日、World Under-

standing and Peace Week）」を定め、国際理解、友

情、平和へのロータリーの献身を認識し、強調しよう

と呼びかけています。 

 国際ロータリーの提供するリソースによると、毎年２

万人が地雷によって手足や命を奪われているそうで

す。極めて私的な経験ですが、ある団体の調査で、

1995年12月にクロアチアを訪問したことがあります。

3年半にわたって激戦が繰り返されたボスニア・ヘル

ツェゴヴィナ紛争は終結したばかりで、ザグレブ空港

は国連軍のブルー一色に埋め尽くされ、街中もジー

プに乗った兵隊が目立っていました。小児病院の医師

マリアナ・ボグダノヴィッチさんたちと支援策につい

ての会議を終え、戦争孤児のための孤児院を訪ねま

した。その道中の林の入り口に黄色いテープが張り巡

らされていました。何らかの理由で侵入を止めている

のでしょうか。興味もあったので、自動車から降り、見

ると「MINE」とあります。地雷です。友人が言うには、

占領した後、森や林など子どもが遊ぶようなところ

に、敵は蝶々や花の形に似せた地雷を撒いたのだそ

うです。殺すほどの威力はなく、手足を吹き飛ばすの

が目的。私にとっては初めて見る生々しい戦争の現

場でしたが、彼らの日常は、このような非人道的で残

酷な仕打ちと背中合わせの生活であったのです。こ

の10年間の紛争で、旧ユーゴスラビアでは、約200万

人の難民、避難民が発生したといわれています。 

 

昨年の6月20日付けの日本経済新聞電子版に「世
界の難民危機が収束の兆しを見せない。国連難民
高等弁務官事務所（UNHCR）の調べでは過去最高の
6850万人に達した」とありました。今日、UNHCRのHP
を覗くと、紛争、迫害から逃れてきた難民、避難民な
ど、UNHCRの支援対象者数は世界で約7,144万人に
達し、第二次世界大戦後、過去最高を記録したとあ
りました。2017年に新たに避難した人の数は、1,620
万人にも及び、今ほど人道的な支援が必要とされる
時代はありません、と加えています。その他、紛争で
犠牲になったひとの数が列挙されています。18歳未
満の子ども30万人が少年兵として存在する。紛争で
命を落とした犠牲者の90％は一般市民で、半分は
子ども。 

 国際ロータリーは、この月間に合わせてプログラム
を紹介しています。当地区内クラブでも取り組み可能
なものも含まれていますので、一度ご検討下さい。  

紛争への対応 

推奨される行動（アクション） 

①社会から疎外され、暴力や迫害の危険にさらされ
た人びとを支援する。 

②紛争の原因について学ぶ平和フォーラムを開催し
市民同士で話し合う機会を提供する。 

③紛争で親をなくしたり負傷したり心に傷を負った子
どもたちを助ける。 

④紛争地帯から逃れてきた人びとを救済する。 

 紛争解決／平和構築 

 推奨される行動（アクション） 

①現地の学校、孤児院、職場、市民センターなどと協
力して紛争解決や仲裁に取り組む。 

②ロータリー平和フェローシップの候補者を探す。 

③理解と平和を推進するため海外のロータリークラ
ブと友好を築き奉仕活動で協力する。 

④紛争の要因(貧困、不平等、民族間の緊張、教育の
欠如など)の解消に取組むプロジェクトを計画する。 

活動を成功させるヒント 

①ロールプレイやスポーツを通じて、争いを平和的に
解決する方法を青少年に教える。 

②地域のリーダーを対象に、紛争予防や仲裁の方法
（対話の促進など）に関する研修を行う。 

②ロータリー平和フェローや、紛争予防の専門家・団
体と協力する。 

 

 寒い日が続きます。 

 ロータリアンの皆さま、ご自愛の程を。  



ガバナー レポート Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

1月10日(木) 

本日は「堺9ロータリークラブ 新春合同例

会・新春互礼会」。会場を埋めるロータリアン

の面々。ものの始まり、皆、堺と申しますが、

ガバナーとしての新年も堺で始まりました。   

12月27日(木) 

ＲＩ第2640地区、インターアクト海外研修の解

団式。団長の近藤本淳委員長のご挨拶。団員

生徒、顧問先生、そしてロータリアンの皆さ

ん、本当にお疲れ様でした。 

1月1日(火) 

謹賀新年❗ 今年も宜しくお願い致します。   

1月12日(土) 

今日は関西空港で「ＲＩ第2640地区中野均ガ

バナーエレクトご夫妻」のお見送り。 

サンディエゴでの国際協議会参加、是非楽し

んで下さい❗  



ガバナー レポート Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

1月14日(月) 

ＲＩ第2640地区2007-08年のガバナーをお

務めになられた先輩の告別式に、大阪府八

尾市に来ています。釣りが好き、ゴルフが好

きというと一直線。淋しくなります。  

1月20日(日) 

本日は、泉佐野市で早朝から夕方まで「米山

奨学生面接選考会」。立派な学生さんばかり

で、面接での質疑においても圧倒されます。

ロータリー知識も豊富で、なんとレベルの高

いことか！  

1月27日(日) 

ＲＩ第2640地区、ＲＬＩ(ロータリー・リーダー

シップ研究会)のファシリテーター研修。 

講師にサンディエゴでお世話になった別府

の木下光一ＰＤＧ❗遠い所、本当に有り難うご

ざいました。  

1月29日(火)。今日は、和歌山ロータリークラ

ブの「食文化研究会第９回例会」。駿河屋で

の和菓子教室と懇親会、二次会。写真は私

の作った練り切りなんですよ！ 



平和と紛争予防／紛争解決月間に因んで 

地区国際奉仕委員長 中野 一郎   

  ロータリーは世界理解と親善を推進する為に

様々な活動を展開しております。 ２月は特にこ

のような活動を強調する月間となっておりま

す。 

当月は以前「世界理解月間」と称されこの月間

中クラブは世界平和を強調するプログラムや活

動を実施するよう求められ、私共の地区国際奉

仕委員会にもクラブ卓話の依頼が集中した月間

でありました。２月２３日は「世界理解と平和の

日」として祝されこの日、各クラブはロータリー

による世界理解、親睦、平和への献身を改めて

認識し強調すべき日とされております。 

  現在は特別月間の変更に伴い６重点分野の1

つである「平和と紛争予防/紛争解決月間」とな

り我々日本のロータリアンがこの分野で理解を

進めるには範囲が広く難しい様に感じる次第で

す。 

  ロータリーの戦略計画は３つの優先事項に

よって導かれておりますがその１つである「人道

的奉仕の重点化と増加」は近年特にクラブに求

められているものであり、6重点分野（平和と紛

争予防/紛争解決、疾病予防と治療、水と衛生、

母子の健康、基本的教育と識字率向上、経済と

地域社会の発展）に焦点を当てたプロジェクトの

実施が期待されており、特別月間も変更されま

した。 

  また、6重点分野に沿ったプロジェクトには

ロータリー財団のグローバル補助金を活用する

ことが可能ですので地区財団委員会もしくは国

際奉仕委員会に是非ともご相談ください。 

  紛争や迫害によって住むところを失った人々

は現在何百万人もおり、紛争被害者の90％が一

般市民で、その半数が子供と言われております。

世界で18歳未満の子供の約30万人が少年兵と

して紛争に巻き込まれているとも聞きます。 

  勉強の為のペンを持つより先に銃の使い方を

学ぶ子供たちも多数いるわけです。 

  現在ロータリーでは、貧困、民族対立、不平

等、教育の欠如といった、争いの温床となる問題

への取り組みのほかに紛争を抑止、仲裁するた

めのスキル研修や難民支援などの様々な平和

活動にも積極的に取り組んでおります。 

  具体的には紛争予防と仲

裁に関する将来のリーダー

シップを担う若者を対象とし

た研修の実施、又この分野

における仕事に従事するこ

とを目指す専門職業人育成

の奨学金支援などで当月は

この活動を強調する月間で

もあります。 

  クラブ、地区においては地区内にて6重点分

野に関する研修と教育の実践を目指す若者を

推薦し奨学生として世界各地の大学へと送り出

すことが可能です。 

  ロータリー平和センターへの留学で修士号や

専門能力開発終了証を取得し将来は国連やそ

の他の国際機関に就職し平和構築の為に働く専

門職業人育成の為の平和フェローやグローバル

奨学生の候補者を地域社会で募集し是非推薦

いただきたくお願い申し上げます。 

  当地区内においての平和フェローは未だ0で、

グローバル奨学生の応募においては、2017～

2018年度3名がロータリー財団にて承認されて

おります。 

  残念ながら2018～2019年度の応募は、0と初

田地区財団委員長から伺っております。 

  奨学生についてのお問い合わせは地区財団

委員会までお願いいたします。 

  また、地区ホームページには補助金ハンドブッ

クがアップされておりその中にも募集要項が記

載されておりますので活用頂けるようにお願い

いたします。 

  「紛争予防/紛争解決」のプロジェクトは地域

社会においての社会奉仕活動において各クラブ

でも取り組みが可能ではないかと思います。 

 例えば、小中学校におけるいじめ防止プロ

ジェクト、青少年の思いやりの心を育てる情操教

育プログラムなどが考えられるのではないで

しょうか。 

 ロータリーの平和に向けた取り組みをあらた

めて認識すると共に、皆様の 

 クラブの活動がさらに広がる月間になるよう

祈念申し上げます。  



国際協議会に出席して 

ガバナーエレクト  中野 均 

２０１９年１月１３日～１９日開催の国際協議会出席するため、ロス経由で開催地

のサンディエゴへ入りました。帰国も逆のルートを採ったため、１月１２日～２１日

の１０日間の旅となりました。 

先にサンディエゴ入りした人の情報では、朝夕は寒く、日中は過ごしやすいと

のことでした。期間中天気が悪く、毎日雨が降り、事前に聞いていたとおり研修

中の部屋は寒く、ジャケットを着て研修を受講していました。研修内容において

は、解りやすいテーマや少し発言しにくいものもありましたが、全体を通して、

研修リーダーが、発言しやすいように導いてくれました。よって、日本から３名の研修リーダーに

感謝申し上げます。 

今回初めて世界から６０名（内、日本から３名）のローターアク

ターが参加され、我々のセッションに同席しアクターの意見も

参考になり、良いセッションになりました。 

私にとって、日本チームと英語圏のチームが一緒になったセッ

ションでは、同時通訳があり、聞く方に集中してしまい、思うよ

うに意見が言えなかったことが少し残念に思いました。 

プログラムの中で、国際交流会、舞踏晩餐会、ＲＩ会長エレクト

主催の晩餐会と楽しませる内容もあり、上手くコントロールし

ている感じを受けました。 

印象に残るのは、舞踏晩餐会で、バリーラシンＲＩ会長夫人から、踊りの中心へ手を引っ張られて連

れていかれたことです。なんで僕が。なんで私が。と思ったことです。踊りなんてそっちのけで体

を揺らしているだけした。写真は、たくさん撮られていると思います。ここにはありませんが・・・ 

これを書いている今、どのように報告すれば良いか頭を痛めています。 

私たち８地区１６名は、往復ロサンゼルス経由のため、少しロス市内を案内して頂きました。 



2019-2020年度 

ＲＩテーマ 「ロータリーは世界をつなぐ」 国際協議会で発表  

 マーク・ダニエル・マローニー国際ロータリー会
長エレクトは、より力強いロータリーを築くための
ビジョンを発表し、地域社会とのつながりを広げ
るために、革新的な会員モデルを導入していくこ
とをクラブのリーダーに呼びかけました。 

  ジケーター・ロータリークラブ（米国アラバマ
州）会員のマローニー会長エレクトは1月14日
（月）、米国カリフォルニア州サンディエゴで開催
中の次期ガバナーエレクトへの研修行事である
国際協議会で、2019 ‐ 20年度の会長テーマ、
「ロータリーは世界をつなぐ」を発表しました。  

 「最初の強調事項はロータリーを成長させるこ
とです。私たちの奉仕活動やプロジェクトのイン
パクトを成長させること、また、最も重要なのは、
これからより多くのことを達成するために、会員
を増やすことです」とマローニー会長エレクトは
述べました。 

 ロータリーでの経験の中核にあるのは「つなが
り」であるとマローニー会長エレクトは信じてい
ます。 

 「ロータリーで私たちは、お互いの違いを超え、
深く、意義あるかたちでお互いにつながることが
できます」とマローニー会長エレクト。「ロータ
リーは、ロータリーがなければ出会うことがな
かった人びと、職業上の機会、私たちの支援を必
要とする人たちとのつながりをもたらしてくれま
す」 

 さらに、多様な会員から成る会員増強委員会を
設立することで、現在クラブに反映されていない
地域社会の人たちを特定するよう全てのロータ
リークラブとローターアクトクラブに促しました。 

 また、「ユニークなネットワークを駆使するロー
タリーを通じて私たちは、人類の素晴らしい多様

性とつながり、共通の目的
において末永く続く深い絆
を創り出します。世界がこれ
まで以上に分断する今日、
私たち全員をつなぐのは
ロータリーです」と続けまし
た。 

 会長エレクトはさらに、忙
しい職業人や家族の都合で
も忙しい会員にもリーダー
の役割を果たしてもらえるよう、さまざまな例会
の内容や奉仕プロジェクトの機会を提供するよう
促しました。 

 「ロータリーでの活動と家族との時間が競合せ
ず、互いに補完し合うような文化をつくっていく
必要があります」と会長エレクト。「これには、現
在の文化を変えるための現実的なステップを取
ること、つまり、期待値を現実的に受け止め、スケ
ジュール作りを熟考し、すべてのレベルのロータ
リー行事に子どもを受け入れることを意味しま
す」 

国連との関係 

 2019‐20年度、ロータリーは世界中で会長主催
会議を主催します。この焦点は、国連との関係と、
多くのロータリー奉仕プロジェクトが支援する国
連の持続可能な開発目標です。詳しい情報は、7
月に発表されます。 

 2020年、国連はその創設と平和の推進という
使命に基づいた活動の75周年を迎えます。ロー
タリーは、国連憲章につながった1945年のサンフ
ランシスコ会議で相談役を務めるために米国が
招へいした42の組織の一つでした。それから何十
年もの間、ロータリーは世界中の人道的課題に取
り組むため、国連と共に活動してきました。国連は
今日、ロータリーに対し、非政府組織の相談役に
対して与える中で最高の立場を認めています。 

 マローニー会長エレクトは次のように述べまし
た。「ロータリーは、より健康で、平和で、持続可能
な世界に対する国連の継続したコミットメントを
共有しています。また、ロータリーはほかの組織
にはかなわないものを提供します。それはつま
り、奉仕と平和という精神の下に世界中の人びと
がつながることができ、目標に向かって意義ある
行動を起こすことのできるロータリーのインフラ
です」 

ROTARY CONNECTS THE WORLD 

会長エレクト マーク・ダニエル・マローニー 



ロータリー平和フェローは、世界各地で協力と平和を推進し、紛争解決に貢献するリーダーです。 

争いのない世界を目指して、行動するための知識と行動力を備えた人が選ばれます。  

ロータリー平和フェローシップ  

 平和は「人」から始まると考えるロータリーは、平和フェローシップ（奨学金）を通じて、世界平和と
紛争予防の担い手となる人材を育て、平和推進者の世界的ネットワークを築いています。 

 毎年、世界中から選ばれる最高100人のフェローが、ロータリー平和センター提携大学で学びます。
フェローシップには、授業料・入学金の全額、滞在費（宿舎・食費）、往復航空券、インターンシップと実
地体験の費用が含まれます。 

 創設から10年あまり、ロータリー平和センターは、平和構築の分野のキャリアを志す1,000人以上の
人材を輩出してきました。その多くは、国連や世界銀行といった国際機関や草の根のNGOでリーダー
シップを発揮し、より平和な世界を築くために活躍しています。 

 

ロータリーのフェローシップ 

 毎年、ロータリー財団は、世界各地の名門大学で修士号（年に最高50人）または専門能力開発修了
証（年に最高50人）を取得するためのフェローシップ（奨学金）が授与しています。 

・修士号取得プログラム ：15～24カ月。学期間の休みに2～3カ月の実地研修（インターンシップ）を行
うことが義務づけられています。 

・専門能力開発修了証プログラム：3カ月間（2～3週間の実習を含む）。既に職歴のある専門職業人が
対象。 

 

平和フェローシップの申請資格 

 平和フェローシップの申請者は、以下の要件を満たしている必要があります。 

・優れた英語力。第二言語能力（日本語を含む）をもつことが推奨される 

・国際理解と平和への熱意を実証 

・優れたリーダーシップ 

・修士号取得プログラム：関連分野における少なくとも3年間のフルタイムの職歴またはボランティア
経験。学士号 

・専門能力開発修了証プログラム：関連分野における少なくとも5年間のフルタイムの職歴またはボ
ランティアの経験。優れた学問上の実績 



大学でローターアクトクラブをつくるための6つのヒント 

 2017年の秋、テイラー・ヒューイさんがデューク大

学で学生生活を始めようとした時、学内にローター

アクトクラブがないことを知って彼女は驚きました。 

 ヒューイさんの母であるジャッキーさんは、米国ミ

シガン州のSt. Joseph & Benton Harborロータリー

クラブ会員で、青少年の進路相談を行うメンタリング

プログラムの創設者でもありました。そのため、

ヒューイさんは幼い頃から母と一緒にロータリーの集

まりに参加し、高校時代にはインターアクトクラブの

発展にも貢献しました。また、インターアクトを通じて

ドミニカ共和国での水質改善プロジェクトに参加し、

ろ過装置の設置活動を行いました。 

 デューク大学で、彼女がローターアクトクラブ設立

に乗り出すのは時間の問題でした。360名を超す学生

がフェイスブックでの呼びかけに応じ、9月にDuke 

Universityローターアクトクラブが誕生しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下に、大学でローターアクトクラブを設立し、メン

バーを募集するためのヒントを紹介します。 

1．ロータリークラブと連携して進める 

 ヒューイさんは最初の1年間、大学キャンパスやそ

の地元地域社会について調べました。設立のための

書類準備を始めたのはその後です。また、地元にあ

る複数のロータリークラブの例会に参加して交流を

深めるとと同時に、ローターアクトクラブのカウンセ

ラー（顧問）になってくれる人を探しました。 

 ロータリークラブと連携することで、大学側との話

をより円滑に進めることができるでしょう。下準備が

既に整っていることを大学側に示すことができるか

らです。 

2．役員となるメンバーを集める 

 ヒューイさんは、ローターアクトを友人やクラスメイ

トに紹介しつつ、副会長になってくれそうな人も探し

ました。同じく信頼のおける友人に、幹事と会計の役

割をお願いしました。 

3．知識を深め、質問に備える 

 デューク大学での初年度を終えた後の休暇中に、

ヒューイさんはローターアクト・ハンドブック、標準ロー

ターアクトクラブ定款、それに推奨ローターアクトクラ

ブ細則を読み込み、役員となるメンバーにも読むこ

とをお願いしました。ヒューさんはインターアクトの経

験からある程度の知識がありましたが、それでもロー

タリーという組織についてさらに深く学ぶ必要があ

りました。 

「誰かに質問をされたときに、しかるべき回答をしな

くてはいけませんから」とヒューイさんは話します。 

4．ソーシャルメディアを利用する 

 「フェイスブックは、ロータリーとローターアクトの

メンバーをつなげ、連絡を取り合うのに非常に有効

です」とヒューイさんは話します。彼女は1年生と2年

生に招待状を送るため、デューク大学のフェイスブッ

クページにも情報を掲載しました。役員メンバーも、

議題を立ち上げたり、質問に答えたりするのにGoogle

ハングアウトを使っています。自分たちがどういう活

動をしているか、どうすればそれに参加できるかを

はっきりと示しておくことが重要です。 

5．時間を賢く使う 

 Duke Universityローターアクトクラブの会合は実

践的で、複数のグループに分かれてプロジェクトの話

し合いやクラブ内業務を行っています。 

 「とても重要なことですが」とヒューイさんは話し

ます。「一般的に、学生は時間を賢く使いたいと思う

もの。彼らは自身を磨くため、そして彼らの地域社会

をより良くするために、積極的に活動したいと望んで

います」 

6．ネットワーク作りとメンタリングを促す 

 Duke Universityローターアクトクラブでは、メン

バーがネットワークを広げ、メンタリング（個人指導）

を受けるための機会を設けています。例えば、地元の

ロータリークラブと協力して、就職説明会を開いた

り、ロータリークラブ会員から助言を受けることがで

きるような機会を設けることができます。 

 



       

  

 

    

ロータリー会員を狙った「なりすまし」メールとSNSにご注意を! 

 最近、Eメールとソーシャルメディアにおい

てバリー・ラシンRI会長、マーク・マローニー

RI会長エレクト、ジョン・ヒューコ事務総長の

「なりすましアカウント」が複数報告されて

います。これらのソーシャルメディアアカウ

ントはリンクトイン、ツイッター、フェイスブッ

ク、WhatsAppですが、Viberやそのほかのメッ

セージングアプリに言及したメッセージも送

られています。 

 これらはロータリーのアカウントから発信さ

れたものではなく、金銭や個人情報を得るこ

とを目的とするフィッシング詐欺やスプー

フィング詐欺です。「フィッシング詐欺」とは、

信頼された人や団体のEメールやソーシャル

メディアアカウントに「なりすます」ことで、情

報を盗んだり、不正を働こうとする試みで

す。 

 ロータリーは、ロータリアンと職員のデータ

の安全を守る取り組みとして、引き続きこの

ような詐欺に対して監視の目を光らせ、即時

に対応しています。また、リンクトイン、ツイッ

ター、WhatsUppと協力してこれらのなりすま

しアカウントを削除する措置を取っておりま

す。 

 ラシン会長、マローニー会長エレクトヒュー

コ事務総長のアカウントがハッキング被害を

受けたわけではありません。 

 ロータリー会員は、以下のことを行うこと

で被害を避けることができます： 

・金銭提供を持ちかけたり、金銭を求めたり、

個人情報を求めたりする疑わしいメッセー

ジは無視する 

・疑わしいメッセージについている添付文書

を開いたり、リンクをクリックしたりしない 

・差出人が本当に本人かどうかを確認する

ため、Eメールアドレスや署名部分によく注

意する 

 

 会長、事務総長、またはそのほかのロータ

リーリーダーを名乗る疑わしいメッセージや

Eメールを受け取られた場合には、下記の

メールアドレスにご転送いただき、その後す

ぐにメッセージを削除してください。 

 また、疑わしいソーシャルメディアアカウン

トを見つけた場合も同メールアドレスまでご

連絡ください。 

 fraudreport@rotary.org  



ロータリー設立記念日は 2月23日 

 ロータリーは、ある一人のアメリカ人、ポール･ハリスのビジョ

ンによって始まりました。シカゴで弁護士として働いていたハリ

スが、世界初のロータリークラブ（シカゴ・ロータリークラブ）を

設立したのは、1905年2月23日のことです。ハリスは、多様な職

業を持つ人びとが集まり、アイデアを交わし、生涯にわたる友情

を培うことのできる場として、ロータリーを設立しました。「ロー

タリー」という名は、当初、各メンバーの職場を持ちまわりで

ミーティング場所としていたことに由来します。ハリスのビジョ

ンから始まったロータリーは、現在120万人の会員を擁する組織

へと発展しました。 

 1905 年 2 月 23 日の夜、ポール・ハ

リスたちは、ロータリーとして始めての集

会を行いました。シカゴの冬の寒い中、 4 

人の仲間は夜遅くまで語り合いました。

参加メンバーは Paul  P.  Harris,  Sil-

vester Schele, Gustavus Loehr, Henry 

Ruggles の4人で、場所はガスターバス・

ローアのオフィスでした。シカゴの社会情

勢、経済環境、さらには私的な話題から各

自の職業生活に至るまで、話は尽きな

かったと思われます。 

 そして、この最初の集まりの2月23日が、 ロータリーの創立記念日 となりました。 

 その後、2回目はポール・ハリスの事務所、3回目はシルベスター・シールの事務所、4回目は

ハイラム・ショーレーの洋服店、5回目はウイリアム・ジェンセンの事務所、6回目はハリー・ラグ

ルスの印刷所と、職場を回り持ちして会合が開かれていました。従って職場例会は、ロータ

リーにおける例会の原点ともいえます。 

 以後、ロータリーは、シアトルやサンフランシスコなど他の都市にも広がり、1910年には全米

ロータリークラブ協会が結成されました。更にはアイルランドやイギリスにまで広がったこと

から、1922年には国際ロータリーが設置されます。日本では1920年に米山梅吉らによりロータ

リーが結成されています。 

 優れた先達たちが、その時々で、親睦と奉仕、職業奉仕と社会奉仕などロータリーはいか

にあるべきかを議論し続け、今日のロータリーが形成されてきました。 



ラーニングセンターを利用しましよう！ 次年度会長、幹事の方は必見 

ロータリーについてもっと知識を広げたいという方、次年度の役割やセミナーに備えたいという方

は、My ROTARYのラーニングセンターで、ロータリーの豊富な研修資料やコース資料のビデオを観

て学習しましょう。 

ラーニングセンターでリーダーシップスキルの向上を 

 ロータリーのオンラインツールやリーダシップに関する知識とスキルを磨きたいとお考えですか。

それならぜひラーニングセンターをご利用ください。 

 ラーニングセンターは、My ROTARYにアカウント登

録するだけでご利用いただけ、「ウェビナーを実施

するには」「立法案の提出方法」「ロータリークラブ・

セントラルのリソース」などのほか、ロータリーでの各

役割への準備コースなどが用意されています。 

 ラーニングセンターを開くには、My ROTARYの

「ラーニング＆参考資料」の最初のページにある

「ラーニングセンター」をクリックしてください（My 

ROTARYへのアカウント登録が必要です）。「マイプロ

フィール」の下にある「プロフィールのページへ」をクリックすると、自分のプロフィールを更新した

り、ラーニングセンターの新しいコースについてのお知らせを見たり、現在学習しているトピックに関

するオンライングループに参加することができます。 

 ラーニングセンターを初めて利用する方は、「Eラーニング学習システム利用方法」のチュートリア

ルビデオをご覧いただければ、ラーニングセンターで学べるトピックや活用法について知っていた

だけます。 

 「一覧」をクリックすすると、コースのトピックや一覧が表示されます。コースに登録した後は

（「REGISTER」をクリック）、すぐにコース内容を確認するか（「開始」をクリック）、または後日「私の

コース」からそのコースを始めることができます（「START」をクリック）。 

 コース資料には、PDF形式とワード形式のファイル、Eラーニングモジュール、ビデオなどがあり、E

ラーニングモジュールには音声の説明が入っているものもあります。 

 各コース内の画面の上部には、コースでの進み具合を示したグラフが表示されます。「コース記

録」のページには、登録したコースに関する情報が表示され、修了したコースの修了証を印刷するこ

ともできます。 

 次年度の会長、幹事の方は、特にお勧めします！是非、この機会にチャレンジしてみてください。  

 地区によっては、研修会合に先駆けて、参加者がラーニングセンターの関連コースを修了し、印刷

した修了証を持参してもらっているところもあります。これは、研修参加者にEメールなどで資料の

リストを送り、事前に読んでおくようお願いするよりも効果的な準備方法です。 

 奨学生、職業研修チーム、平和フェローを派遣する地区では、「奨学生、職業研修チーム（VTT）、平

和フェローのオリエンテーション」のコースをこれらの参加者にご紹介ください。最も人気あるコー

スの中には、ロータリーの価値観をクラブで実践する方法に関する「ロータリーの活性化」や、オンラ

イン目標設定ツールに関する「ロータリークラブ・セントラルのリソース」などがあります。 

 ロータリーのラーニングセンターには、役立つツールがこのほかにも多く用意されています。ぜ

ひご利用ください。 



国際大会（ ドイツ ・ ハンブルグ ） ・ 地区ナイトにご参加を！  

2019年6月1（土）～5日(水)にドイツのハンブルグで国際大会が開催されます。 

第2640地区では、参加目標人数まであと少しのところです。JTB企画の申込みは、終

了しましたが、個人で旅行を手配し、参加していただくことは可能です。 

是非、この機会にご参加くささい。なお、国際大会の登録は、各人で、My ROTARYから、

行ってください。また、地区ナイトの参加はガバナー事務所へお申込みください。 

ハンブルクはドイツで最も素晴らしい都市です。日中は爽やかで夜はエキサイティン

グな国際色豊かな開催地です。広大さと自然を象徴する地域の鼓動の中心地であり、

多くの見所があります。 壮大な商人の邸宅、王国の邸宅、手入れの行き届いた公園

は、すべてドイツ北部の魅力です。  

ハンブルグは歴史的な見所もありますが、近代的な建築、施設との融合。さらに、ブ

ランド、メディア都市。世界で3番目に大きな民間航空の拠点、そして、世界貿易におい

て最も重要な港のひとつでもあります。  

国際大会やハンブルグの情報は、以下のサイトをご覧ください。 

http://www.riconvention.org/ja/hamburg/travel-and-accommodations 

地区ナイトのご案内 

    日  時  ２０１９年6月2日（日） １９：００～ 

   参加費  ２０，０００円 

 

   場  所  WANDRAHM RESTAURANT 

Am Kaiserkai 13, 20457 Hamburg-Hafencity 
           電話番号  040‐31‐81‐2200 

※参加はFAXまたはメールで、ガバナー事務所へお申込みください。 



 昨年の１０月から、和歌山県内の各クラブの皆様にお願いしていた、通称「地区内義捐

金」、和歌山県内信号機用自動起動式発電機の設置についての寄付について、たくさん

のクラブからご寄付をいただき誠にありがとうございました。 

 寄付金の総額は自動起動式発電機１機分（約２５０万円）に

は届きませんでしたが、充分にロータリークラブの公共イ

メージが向上し、価値のある社会奉仕ができたと確信して

おります。 

 皆様からいただいた義捐金は、１～２月中に和歌山県庁に

お届けしたいと思います。 

また詳しいことが決まり次第、改めてご連絡させていただきます。 

 

○寄付をいただいたクラブ 

粉河ロータリークラブ、和歌山東南ロータリークラブ、御坊東ロータリークラブ、 

和歌山アゼリアロータリークラブ、海南ロータリークラブ、 

河内長野高野街道ロータリークラブ、新宮ロータリークラブ、串本ロータリークラブ、 

田辺ロータリークラブ、白浜ロータリークラブ、橋本ロータリークラブ、 

田辺東ロータリークラブ、御坊南ロータリークラブ、海南東ロータリークラブ、 

有田南ロータリークラブ、和歌山城南ロータリークラブ、和歌山東ロータリークラブ、 

有田ロータリークラブ、御坊ロータリークラブ、高野山ロータリークラブ、 

和歌山ロータリークラブ、海南西ロータリークラブ、和歌山西ロータリークラブ 

    計 ２３ クラブ   １,１２３,２９２ 円 

 

○他地区からの義捐金 

  第２６８０地区義捐金  ５００,０００ 円 

           合 計    １,６２３,２９２ 円 

信号機用自動起動式発電機 義捐金についてのご報告 

 

地区代表幹事 山本 進三 

ご協力 有難うございました！ 



グローバル補助金のプロジェクトで、大学生の命が救われました 

地区ロータリー財団委員長 初田 隆生 

 本年度、当地区におきまして２件のグローバル補助金申請がTRFより承認されました。 

 皆様ご承知の通り、グローバル補助金は、６つの重点分野のいずれかにおいて大きな成果と長期
的な持続が望める、予算総額３万ドル以上の大規模な国際プロジェクトに拠出される補助金です。 

 そのうち１件の、当地区 堺清陵RC＜援助国側＞とRI3350地区 
RC. Nongkhaem（タイ王国）＜実施国側＞とが実施しました国際プ
ロジェクトにおいて、早速、人命救助に役に立った旨の連絡が届き
ましたので、お知らせいたします。 

 重点分野は「疾病予防と治療」で、AEDの寄贈と、それに伴う
CPR（心肺蘇生法）技術とAEDの正しい使い方に関するトレーニン
グプログラム等の提供を行う事業です。大学生の若い命が救わ
れたことは、私ども財団プログラムに携わる者にとって、また財団
プログラムを支えている多くのロータリーアンにとって喜ばしい
限りです。 

 堺清陵RCとRC.Nongkhaemの両クラブの取り組みに敬意を表す
るとともに、他にも地道に行われている人道的国際奉仕の活動に
も目を向け、ロータリー財団の使命を達成すべく、皆様の益々のご
支援ご協力をお願い申し上げるとともに、各クラブにおきましても
グローバル補助金の申請をご検討下さい。 

【堺清陵RCへ届いたメール】 

Dear Isobe San 

We would like to inform that yesterday evening, a student in Mahidol University got heart 
attack while exercise at soccer fields that we donated and installed AED. People around 
could help his life by doing CPR and using AED until he could breathe and sent to Hospital. 
Now he has been saved. We all appreciate and thank you to D.2640 and Sakai Seiryo RC. 
that join and make this project with our club for Humanitarian Project of RI to save peo-
ple life. 
 
Yours In Rotary, 
PP. Wisut 
Rotary Foundation Chair of Nongkhaem RC. 

 

【翻訳】 

磯部さんへ 

昨日の出来事をお伝えさせて頂きたいと思います。 

マヒドル大学在学の学生が、私たちがAEDの寄贈をし設置したサッカー場で運動をしていたところ、
心臓発作を起こしました。そこにいた周りの人々は、彼が息を吹き返すまで、CPR（心肺蘇生法）を行
い、AEDを使いました。そして、病院へ搬送され、彼の命を救うことができました。私たち全員は、人
命救助のためのロータリー人道的国際奉仕プロジェクトへ、共に参加し、このプロジェクトを作ってく
ださった第2640地区と堺清陵ロータリークラブへ感謝しています。 

PP. Wisut 

ノンケームロータリークラブ 

ロータリー財団委員長 



地区活動報告 

インターアクトクラブ海外研修（台湾）報告  

地区インターアクトクラブ委員長 近藤 本淳 

 平成３０年１２月２４日～２７日まで、台湾にて、台湾の学生と交流をもつことで、その地域の

歴史や文化、人を理解すること、また、台湾に及ぼした日本人の功績を学ぶための海外研

修を実施しました。 

 24日早朝、関西空港にて結団式を挙行後、一路台湾へ出発、台湾到着後、元培医事科技

大学に移動し、新竹市長・RID3501ガバナー・RID2640ガバナー・新竹西北RC会長・元培大学

専務理事による記念植樹を挙行しました。元培医事科技大学

の蔡専務理事は西北ロータリークラブ会員であり、この度の

記念植樹、交流会について全面的にご協力いただきました。

夕食の後、素晴らしい設えの会場にて3501地区と2640地区

合同例会を開催、のち、元培大学留学生を含む学生130人と私

たち７０名の交流会を開催しました。 

 交流会はクリスマス・イブでもあり、台湾学生による歌や踊り、パフォーマンスと、日本のイ

ンターアクトによる演目など台湾側と日本側交互にプレゼンし、楽しいひと時を過ごしまし

た。最後はクリスマスプレゼントの交換で締めくくりました。 

 25日は嘉儀へ移動、台北RCのメンバーでもあった

八田與一の記念館を訪問、烏山頭ダムの解説をうけ

ました。 

 続いて、2015年開業の故宮博物院南部院を見学、

また、１９３１年甲子園で準優勝した嘉儀農林学校が

前身の嘉儀大学を見学、夜の嘉儀の町では夜市を

体験しました。 

 26日は台北へ移動、市内の龍山寺、中

正記念堂を見学、忠烈祠では衛兵の交代

の儀式を見て、総統府（車内より）、西門

地区を散策しました。 

 27日の夕刻、関西空港に到着、解団式を挙行後、

全員無事帰宅しました。  



クラブ活動報告 

新春合同例会・互礼会 (第８分区 堺９ＲＣ) 

堺東ロータリークラブ 

新春合同例会実行委員長 三重野 正之 

 毎年1月第2木曜日に、第8分区 堺9ＲＣロータリアンの交流と親睦の場として、新春合同例

会・互礼会を開催しております。今年は堺東ＲＣがホストクラブとして、2019年1月10日(木)に竹

山 修身 堺市長、国際ロータリー第2640地区 樫畑 直尚ガバナー、同 第8分区 寺﨑 勝彦

ガバナー補佐をお迎えして、ホテル・アゴーラ・リージェンシー堺にて開催しました。 

 堺ＲＣ、堺南ＲＣ、堺東南ＲＣ、堺北ＲＣ、堺おおいずみＲＣ、堺泉ヶ丘ＲＣ、堺清陵ＲＣ、堺中ＲＣ、

堺東ＲＣの186名が出席した活気のある会となりました。 

 吉村 堺東ＲＣ会長の点鐘で開会し、国歌斉唱・ロータリーソング、出席報告、会長の時間な

どの例会内容の後、樫畑ガバナーから新年ご挨拶を頂き、次年度ホスト紹介・挨拶の後、閉会

点鐘で第一部の合同例会が終了し、15分の休憩の後、第2部の互礼会へと移行しました。 

 新春コンサートとして、堺東ＲＣの財団留学生で、現在、財団学友で堺新進アーティストバン

ク登録ピアニストとして活躍している田原 希美さん、ヴァイオリンの横山 亜美さん、チェロの

玉田 陽子さんに、新春に相応しい曲を演奏して頂き、最後に全員で輪になり、「手に手つない

で」を合唱して和やかなうちに閉会となりました。 

樫畑ガバナーあいさつ 

新春コンサート ロータリーソング 



クラブ活動報告 

ミャンマーにおける職業訓練事業と孤児学校への寄付事業 

 有田ロータリークラブ 

第２回 ミャンマーにおける有機肥料を使った職業訓練事業 

 本年度はミャンマーのバゴー管区の場所を変えてPAYGY村に有機肥料を用いた農業を推進して
いくため現地の専門講師を招いて農業従事者を対象としたセミナーを開催した。 

 ミャンマーの農業に関する調査を行った結果、農民は農業
に対する知識を得られず、有害な化学肥料や農薬を適切な
使用方法を十分理解することなく使用し、生産性を維持して
いる事実があり、その結果、農地や農産物だけではなく農業
従事者自身にも弊害が現れていることが判明した。 昨年度
は、地域への安全安心の農作物の供給と、農業者が自作肥料
によるコストの削減と農作物の豊かな成長を図り、農業者の
経済的な発展と豊かな暮らしを図るため、専門講師を招い
て、有機肥料の作成や使用方法による適切な農法指導を行
いうセミナーを開催し、現地の農業従事者が150名程度参加
した。 有田ロータリークラブからも会員が現地に足を運び農民の真剣な取り組みを見守った。現地
の報告によれば、非常に良い評価を得られ、住民の農業に対する意識改革と生活までにも変化が
訪れたと聞き、この事業の必要性が十分に検証されたのを受け、本年度も場所を変えて行うこと
とした。 本年度はPAYGY村で100名程度の参加があった。それと同時に昨年のKYUNTHONEPIN村に
も足を運び、どのような成果が生まれているのかを検証した。その結果、多くの農民があの研修以
降、有機肥料を製作し、有機農法を実践することで、素晴らしい農作物の作成とコストダウンを実現
させていることが判った。そして、ロータリーに対する感謝の言葉を沢山頂いた。私たちの活動が
地域の農法に持続可能性を提供できたことを実感し、感無量な気持ちになった。 

 

ミャンマーにおける孤児学校への寄付事業 

 ミャンマーバゴー管区の孤児学校へ日本から折り紙や遊具、文房具の寄付を行い、子ども達との
ふれあいの時間を共有した。 

 ミャンマーでも、さまざまな理由で親とすごすことのできな
い、 親をなくした子供たちが孤児院で暮らし、学校として運営
されています。今回のバゴー管区のPan Chan Kone Parahita 
Houseは僧侶が寄付により運営している施設です。環境は教室
で寝泊まりしながら勉強も行うような恵まれた環境ではあり
ません。 そこで、日本から折り紙や遊具（野球、竹とんぼ等）、
文房具（ノート、色ペン）を届けるとともに、子ども達と触れ合
う時間を設け一緒に遊んでみました。また。現地でお米を調達
し一緒に寄付を行いました。 この事業を通してみヤンマーの
教育の環境整備の必要性を感じました。生活自体の質の向上もですが、この様な環境の子ども達
は小学校以上の教育が受けれずにいることを知り、中高学校へと入学したい子ども達への支援が
持続可能になる方法を地元の事業家とともに考える機会となりました。学びを求める子ども達を
どう支援するのか？重要な課題であると感じました。 

【My ROTARY ショーケース 掲載プロジェクトから 】 



クラブ活動報告 

「ふるさと河内長野」 作文・川柳コンクール 

 河内長野ロータリークラブ 

  “好きです いいです 私のふるさと 河内長野”をテーマに、市内小学5・6年生には川柳、
中学1年生には作文を募集し、入賞した児童・生徒による作品の発表と表彰式を執り行いまし
た。 

  2018年12月1日（土）観心寺恩賜講堂において、‘ふるさと河内長野’作文・川柳の発表会な
らびに表彰式を開催しました。このコン
クールは平成22年度から毎年開催して
いる事業で、今年度は約2,000以上の作
文・川柳をご応募頂きました。選考委員
会により、小学生の部・中学生の部ごと
に最優秀作品賞・ロータリー会長賞・ロー
タリー特別賞を選考いたしました。日常
から離れた厳粛な雰囲気の中で、子ども
たちは、とても落ち着いてしっかり発表
していました。 これから子どもたちはグ

ルーバル社会を生きていかなくてはなりません。自分が生まれ育った町に関心を持ち理解
を深める‘ふるさと学’の重要性はますます高まっていくことと思います。“河内長野”の歴史
や文化財について学び、“ふるさと”を愛する気持ちを育んでほしいと願っています。 会場
となりました観心寺恩賜講堂は、河内長野市にある国の重要文化財です。“ふるさと河内長
野”作文・川柳の発表の場としてこれ以上ふさわしい会場はありません。快くご提供下さいま
した観心寺様、有難うございました。 河内長野ロータリークラブは、これからも未来を担う
子どもたちの成長の一助となる地域社会レベルの活動を続けていきたいと考えています。 

【My ROTARY ショーケース 掲載プロジェクトから 】 

ふるさと河内長野 作文・川柳コンクール入賞おめでとう！ 

【河内長野市ホームページから】 

https://www.city.kawachinagano.lg.jp/soshiki/46/19462.html 



地区では、登録率 ５０％UP を目標にしています。皆さんのご協力をお願いします。 







ロータリークラブの魅力は、職業やビジネ
スで活躍する会員と出会い、いっしょに
リーダーシップを発揮しながら、地元のた
めに活動できることです。 

例会で情報を学んだり、アイデアを持ち
寄って奉仕プロジェクトを計画したり、楽
しく活動する中で生涯にわたる友情が育
まれるでしょう。 

さまざまな方法でクラブに積極的に参加
してみましょう。 

ロータリークラブへの入会は、職業人や
市民リーダーの世界的ネットワークの一
員となること。ロータリーの会員は、クラ
ブの枠を超えて海外の会員と交流した
り、リソースを寄せあって国際奉仕活動も
行っています。 

積極的に活動すれば、クラブと地域に貢
献できるだけでなく、自分自身にも変化
があるはずです。同じ目的意識をもつ仲
間と交流し、人と人との結びつきを育み
ながら、何ものにも代えがたい経験が得
られるでしょう。ロータリーでは、さまざま
な方法で参加すればするほど、チャンス
が無限に広がります。 





2018-2019年度 国際ロータリー第2640地区 オフィシャルホームページ 

http://rid2640g.com/kashihata/ 
2018-2019年度 国際ロータリー第2640地区 facebookページ 

https://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ 

ガバナー月信は、地区と地区内クラブの

情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に

活かせてもらうため、情報収集に努めてい

ます。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 

具体的には、記念事業や特別例会、クラ

ブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、

同好会等）や会員増強等、職業奉仕（講演

会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、

福祉・教育支援事業等）、国際奉仕（友好クラ

ブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少

年奉仕（青少年交換、インターアクト、ロー

ターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー

財団、米山記念奨学会等の活動などの案

内、募集、報告等の寄稿をお願いします。 

また、ご提供いただける情報は、文書面、

資料、写真をＦＡＸ、封書等又はメールでガ

バナー事務所へご送付ください。 

月信では、引き続き、国際ロータリー、地

区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の

収集等、紙面の充実に努めてまいります。ご

協力をお願いします。 

※ロータリー文庫通信は、２ヶ月に１回の発行と

なりました。次回掲載は、3月号になります。 


